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【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

「歌語り ２０２０ 冬 ～わたしがここにいること～」 ～令和２年度 人権集会が開催されました～ 

１２月１０日（木）、『ともに生きよう』をテーマとした今年度の人権学習の取組のまとめとして、人権集会が開催さ

れました。今回は、元高校の国語教師の森ぶんめい先生を講師としてお招きし、「歌語り ２０２０ 冬 ～わたしがここ

にいること～」と題して、いのちと人権について考えるコンサートが行われました。子ども達は、すべての人が自分ら

しく生きるということについて、先生の歌と語りで学習することができました。また、集会の最後には、全校生徒の賛

同を得て『生月中学校 人権宣言』が採択されました。 

これからも人権に関する学習を深め、すべての人が安心して生きていける社会の実現を目指していきましょう。 

【『生月中学校 人権宣言』から】 

一．私たちは、いじめを見逃さず、誰もが安心して生活できる環境を作ります。 

一．私たちは、相手を思いやる心をもち、みんなで協力します。 

一．私たちは、それぞれの違いを認め合い、差別と偏見のない社会を築く努力をします。 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちのリーダーは、自分たちの手で ～令和２年度 生徒会役員選挙～ 

１２月３日（木）に、新しい生徒会本部役員を選出する選挙が行われました。今回は、会長と書記に２人ずつ、副会

長にそれぞれ１名の立候補がありました。候補者の皆さんは、選挙運動期間中、校舎前であいさつ運動を行ったり、給

食時間に放送で支持を呼び掛けたりしました。また、選挙当日は投票に先立って、候補者の立会演説が行われ、どの候

補者も、自分はどんな生徒会活動を目指すのかを、自分の言葉で堂々と聴衆に訴えました。立候補した皆さん、応援弁

士の皆さん、お疲れさまでした。また、選挙管理委員の皆さん、役員選挙の企画・運営、ありがとうございました。 

【生徒会本部役員 当選者】※新しい役員の皆さんの活躍を楽しみにしています。 

○会長 破戸 崚佑（２年）、  ○副会長 田中 咲智（２年）・田渕 一心（１年）  ○書記 永田 璃紗（１年） 

 

 

 

 

 

 

「自分らしく輝く人生を」 ～性感染症予防教室が開催されました～ 

１２月９日（水）、３年生を対象に、性感染症予防教室が開催されました。当日は、市役所子ども未来課の保健師さん

と助産師さんを講師にお迎えし、「自分らしく輝く人生を」と題して、生活習慣や命の大切さ、性感染症の予防について、

お話をしていただきました。近年、若い人たちの間で性感染症が広がっていることや、性感染症が身体に及ぼす悪影響

などについて学習しました。また、講話の後半では、助産師さんの指導の下、装具を使った妊婦体験や、赤ちゃん人形

を使った体験活動もあり、生徒は、将来に思いをはせながら、楽しく学習することができました。 

生徒の皆さんが、今回の学習を通して、「自分らしく輝く人生」を送ってくれることを願っています。 


